
G20気候リスクアトラス
影響、政策、経済

アトラスの読み方：グラフ、カラー、シナリオ。
このアトラスで使用されている地図は、The World Bank Official Boundaries - �����������������������������������
����������
�����
	�	
から引用されています（2021年5月28日にアクセス）。エネルギーセクションの地図はPanoply Data Viewer（�����������������������
��������������������
���������
)に基づいています。このアトラスのセクターには、様々な気候シナリオのデータと情報が含まれています。
グラフで報告される場合、黒は現在の状態、過去または未来に言及するデータや情報を示します。
著者がRCP（代表濃度経路シナリオ）について言及する場合、ファクトシートで使用されている3つの色は、以下を意味し
ています。3つのシナリオは、温室効果ガスの排出量が異なる3つの開発オプションであり、それぞれ低排出量（緑）、中
排出量（オレンジ）、高排出量（赤）となっています。RCPが共通社会経済シナリオ（SSP）と関連している場合も、同じ
カラーコードが使用されます。
著者は、地球温暖化のシナリオに言及する場合もあります。この場合、3つの色は、1.5°C （緑）、2°C （深緑）、4°C
 （赤）の温度上昇を意味しています。
著者が共通社会経済シナリオ - SSP（セクション内で河川の氾濫の影響を受ける人口）に限定して言及している場合「水」
）に関連するデータが報告されています。 SSP3 （経済成長の鈍化、物質集約的な消費、不平等の継続・悪化などを含む）
は   淡色 で表示し、 SSP5 （エネルギー集約型のライフスタイルと化石燃料資源の豊富な開発を伴う社会・経済の発展）は 
中間色 で表示し、  現状に 関連する データは 濃色で表示しています 。 
シナリオ、手法、参考文献の詳細については、 www.g20climaterisks.orgをご覧ください。
 

コンセプト、グラフィックデザイン：element6.eu

日本







1950 2014 2050 2100

-0.4
-0.19
-0.09

-0.16
-0.12

-0.1

-0.01

0.05

+3.9 °C
+2.4 °C
+1.7 °C

+1.7 °C
+1.5 °C
+1.5 °C

0.2 °C

-0.5 °C

海面水温の
偏差

海面PHの
偏差

海水表面のpHは、大気中のCO�濃度
の上昇を緊密に反映して、すべてのシ
ナリオで酸性度の高い状態に変化し
、����年までに安定した状態となる
のは、強力な緩和を伴うシナリオのみ
となっています。

海水温の変化は、各シナリオの定義
に沿ったものであり、非緩和シナリオ
では最大値が+� °Cを超えています。

気候変動の最も重要な海洋指標である海面水温とpHの
EEZ内での年変化の予測。偏差は、CMIP�インベントリで
入手可能なデータを用いて、����年から����年までの期
間との比較で計算されています。
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までの海面水温

海洋
日本の

水面温度の傾向は、ほとんどの海洋域で��年あたり約
�.� °Cの均一な温暖化を示しており、北部域では顕著に
大きな変化を示しています。

海面水温の平均値は、気候体系の緯度変化を反映してお
り、北部域では冷たい海、太平洋域では暖かい海となって
います。

現在の 気候条件

日本の海洋排他的経済水域（EEZ）は、北海道
周辺の冷たい海から南の海の温帯の生態系
まで、幅広い環境条件で構成されています。日
本の沿岸システムは、日本海、東シナ海、太平
洋地域の�つに大別されます。

日本の 海洋



すべてのデータセットは、本州に付随するEEZ内のデータ
のみを保持し、海外領土、離島、他国との領土問題を抱え
る地域や共同領土を除外して分析しています。現在の気
候条件の評価では、ESA気候変動イニシアティブの枠組
みで配布されている衛星観測から海水表面気温データ
を取得しています（Good et al, ����）。
 
海洋指標の将来予測は、Coupled Model Intercompari-
son Project Phase �（CMIP�）に含まれる��種類の地球
システムモデルの結果をアンサンブル解析することで示
されています。これらのモデルは、過去のIPCC評価レポー
トと比較して、より新しい改善された物理的および生物
地球化学的プロセスを表現したものとなっています。

 
漁獲可能量データはFAOのテクニカルレポート（Barange 
et al, ����の第�章）から入手し、IPCC第�次評価報告書
の強い緩和（RCP�.�）および非緩和（RCP�.�）の気候シナ
リオを参照しました。原書で述べられているように、これ
らの平均推定値にはかなりの不確実性がみられます。

分析の内容

2050漁獲量の
変化率

漁獲可能量は、持続的に利用可能な海洋資源から達成
可能な最大漁獲量の推定値であり、最大持続可能収穫
量の概念と密接に関連しています。すなわち、ある系から
魚の個体数を崩壊させるリスクなしに抽出できる最大量
です。

これは自然システムの特性であり、漁業政策の直接的な
結果である実現漁獲量とは大幅に異なるものです。
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酸素は海洋生物の生命維持に不可欠な
ものであり、その減少は漁業や養殖など
の沿岸域の生態系サービスに悪影響を
及ぼします

クロロフィルは、生態系全体の生産性を
支える海洋食物網の基底で利用可能なバ
イオマスの指標です

pHは海水の酸性・塩基性の状態を表し、
pHの低下は大気中CO�の吸収量増加に
よる海洋の酸性化を反映します。

水温は海洋生物の代謝を制御し、その生
息適域を決定しますが、過度の温暖化は
生態系の許容限界を超えてしまう可能性
があります。

現在の気候条件（����～����年）に対す
る����年代（����～����年）の将来予測
シナリオでの主要な海洋生態系指標の地
域的変化。

����年の生態
系指標

太平洋日本海東シナ海
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気候変動が日本の沿岸部の波候に影響を与
えることが予想されます。  各シナリオでの今
世紀の波高、期間、方向の変化の予測による
と、波の勢力は弱まることで概ね一致している
ようです。 しかし、海面水温の上昇により、より
勢力の強い台風が発生する恐れがあるため、
この影響は相殺されると考えられます。 一般
的には、台風の数は減り、強度は増す傾向に
あると思われます。

日本の沿岸部は、日本列島の東側では広大な
太平洋のうねりの影響を受け、日本列島の西
側と南側ではそれぞれ日本海と南シナ海のう
ねりの影響を受けます。 太平洋のうねりは、冬
には北太平洋から、夏には南太平洋から、一
年を通して日本の東海岸に強い勢力を持つ波
をもたらします。 日本の沿岸部は、�月から��
月にかけての台風シーズンの影響を強く受け
ます。

観測された
暴風雨

将来の
暴風雨

日本におけるRCP�.�シナリオでは、平均して極端な海
水準（���年に�度の事象）が����年までに�.�� mから
�.��mに上昇すると予想されています。

極端な海水準  
日本の沿岸部では過去���年間に相対的海水準の上昇
が観測されており、����年代以降、年平均で約�.� mmの
上昇が見られます。 IPCCの最新の予測では、十分な緩和
策がない場合、����年までに�.��～�.�� m、今世紀末ま
でに�m 以上の海面上昇が予想されています。

海面上昇 
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観測された海
面上昇と����
年の予測値

気候変動による危険
沿岸災害、特に浸食、高潮による浸水、永続的な冠水は、
砂浜の喪失、居住地、インフラ、生態系への被害など、沿岸
地域に大きな悪影響を及ぼします。気候変動は、地球温暖
化に伴う海面の上昇や、波や嵐の影響を増大させ、これら
の影響を悪化させる恐れがあります。気候変動が日本の
沿岸部に与える影響は、主に海面上昇と、将来起こりうる
暴風雨の強度や風向きの変化、台風の頻度や強度、影響
範囲の変化によってもたらされます。このような変化は、侵

食の問題を悪化させ、海岸の低地に浸水を引き起こし、広
範な経済的被害をもたらす恐れがあります。また、降雨パ
ターンの変化は、低地の沿岸地域の洪水リスクを悪化さ
せます。さらに、日本の沿岸部の多くの都市部では地盤沈
下が懸念されています。過去には主に地下水の汲み上げ
が行われており、その結果、東京などの都市部の広範囲が
海面より低くなっています。

29,020 km海岸の
長さ

4.7 m砂浜海岸の
後退����

日本は、��,���kmの海岸線と�,���以上の
島々からなる人口密度の高い群島で、そのう
ち���の島に人が住んでいます。
沿岸部最大級の都市である東京をはじめと
した大都市を擁する本州と、北海道の�つが
主な島となっています。
日本の海岸は、主に岩場と砂浜が混在してお
り、それ以外は人工海岸に分類されます。
日本の沿岸部は、繁栄と先進のグローバル
経済を支えています。

概要
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現在の海面上昇は、 過去���年間の約���年分の海面
上昇の結果であり、約��cm の海面上昇が生じています

将来の海面上昇は、 地球温暖化シナリオに基づき����
年末までに約���cmと予測されており、極端な海面上昇
時には浸水の恐れがあります

+ 波浪効果は、 砕波にあたり岸辺近くに溜まる
水量で決まります。

+ 高潮とは、沿岸部の風による水の循環と気圧
によって引き起こされる、一時的な海面の上昇
のことです

+ 大潮とは、通常、潮汐の記録に基づいて特定の
場所で到達した最大潮位のことです。

G��レポートで報告されている極端な海面上昇は、���
年確率の高潮+波浪効果+海面上昇+高潮位を基準とし
ています。 最初の�つのパラメータ（高潮+波浪効果）は、
事象の���年確率値、海面上昇は����年の予測値、高潮
位は気候変動の影響を受けない、ある地域で計算され
た最大潮位の絶対値に基づいています。

現在および将来の海面上昇は、炭素による地
球温暖化の結果であり、氷の融解や熱の蓄
積による海水膨張によってもたらされます。

極端な海水準への海面上昇
の影響  
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極端な海
面上昇

最も大きな影響を受けるのは東京、名古屋、大阪、岡山な
どの都市部ですが、日本の南海岸周辺には人口が集中し
ており、�億人以上が沿岸部の都市部に集中していること
から、沿岸部の人口は広範囲に及ぶ被害を受けると考え
られます。 RCP�.�では、����年までに沿岸の年間洪水に
さらされる人口が���万人から���万人に増加すると予
想されています。

日本の沿岸地域は、波浪の変化や海面上昇
の影響にさらされていますが、日本のほとん
どの地域で沿岸保護対策が施されています。
特に、海面上昇よりもはるかに高い影響を与
える津波による浸水の影響を受ける地域で
は特にこの傾向が見られます。

津波のリスクは日本の南岸と東岸に集中し
ており、西岸は津波や台風による高潮の影響
を受けにくいとされています。

脆弱性とリスク
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